
 

 

 

 

ＴＴＰも離脱し、過剰保護貿易によっ

て、アメリカ一国主義を強引に進めよう

とする米国トランプ大統領。その言動、

ふるまいは排外主義そのものだ。 

政治経験がなく、思考がまったく予測

できない最高権力者という点では、恐怖以外の何ものでものない。またイスラエル寄り

な政権運営からは、むしろ戦争前夜ともいえる。来月早々には、狂犬の異名をもつマテ

ィス国防長官（退役軍人）が新閣僚として、世界に先駆けて初来日も予定されている。

米軍駐留費の増額負担かはたまた実戦兵力部隊の提供か・・？ 

大統領就任前からトランプタワーまで出向き「ポチ宣言」までした安倍首相。同盟関

係をカサに国民を欺き、何れの要求も既定路線といえる。さらに二国間自由貿易協定に

よって国内産業はズタズタにされることも、まったく意に返さない状況といえる。 

したがって、強大な利権構造を背景に繰り広げられるアホノミクスに組込まれたリニ

ア事業も、トランプ政権誕生によって、暗雲が立ちこめているといえる。 

今こそ政府そしてＪＲ東海は、「負の遺産でしかないリニア事業」から撤退をし、真

の保護主義によって、持続可能な社会を目指し、そして国内の産業を守るべきだ。 


